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一塩基多型（SNP）情報を利用した沖縄アグー豚の 
遺伝能力評価 
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                        野中克冶  
 

Ⅰ 要  約 
 

一塩基多型（SNP）情報を利用した沖縄アグー豚（アグー）の遺伝能力評価法を検討するため，沖縄ア

グーブランド豚推進協議会（協議会）の指定生産農場である 1 農場で生産されたアグー交雑種 200 頭の

肉質分析値と Illumina 社の Porcine SNP60 Genotyping BeadChip の SNP 型からゲノム関係行列（G 行列）

による遺伝率とゲノム育種価を推定した。筋肉内脂肪含量，加圧保水性，ステアリン酸およびオレイン

酸において文献値と近い値が推定され，それぞれ 0.38，0.36，0.48，0.30 と中程度を示した。G 行列を

用いることで形質データを持たない，農場内の全アグー種雄豚 29 頭についてゲノム育種価が推定された。

今後、データを蓄積し推定精度を高める必要がある。 

  
Ⅱ 緒  言 

 
アグーは産肉能力，繁殖性などの経済性において西洋品種に比べ劣るものの，消費者から高い評価を

受けている１）。筆者ら２）は，アグーの肉質に関し，遺伝的差異が大きいことから改良の可能性と遺伝能

力評価の必要性を報告した。種畜評価の指標として推定育種価が広く用いられている。育種価を推定す

るためには，対象とする形質データおよび血統情報が必要であるが，アグーは登録体制が整備されて日

が浅いため，血統情報が十分ではない。そのため，アグーにおいて従来法による育種価推定は困難であ

る。 
近年，ゲノム全域を網羅した大量の SNP マーカーを用い種畜評価を行うゲノム選抜法３～９）が注目され

ている。ゲノム選抜法においては，血統情報の替わりにゲノムの関係性から個体間の遺伝的関係すなわ

ち G 行列１０）を利用することで，ゲノム育種価を推定する方法もある。この手法を用いてアグーの肉質

に関して遺伝能力評価が可能であれば，アグーの肉質向上に有効である。よって，アグー交雑種の肉質

形質と SNP 情報を用いて肉質形質について遺伝率とゲノム育種価を推定しアグーの遺伝的能力評価に向

けた検討を行った。 
 

  Ⅲ 材料および方法 
 

１．供試豚肉および DNA 抽出 

 協議会の指定生産農場である 1 農場から出荷されたアグー交雑種 200 頭のと畜後 1 週間以内の最後胸

椎部分のロースを供試した。豚肉は，肉質分析用と DNA 抽出用に選別し，肉質分析用は真空パック後，

分析に供すまで－30℃で保存した。 

アグー交雑種 200 頭とアグー種雄豚 29 頭について，耳介組織および肉片組織を用いプロティナーゼ K

を含んだ抽出バッファー（1.2%SDS,12.0mM EDTA,100mM Tris-HCl[pH8.5],0.5%NP-40)で溶解後，自動核

酸抽出装置（プレシジョンシステムサイエンス社）で DNA を抽出した。 

２．分析項目 

 常法１１）に準じ上記サンプルの脂肪融点，水分含量，筋肉内脂肪含量，加圧保水性，圧搾肉汁率，加

熱損失率，破断応力および脂肪酸組成を分析した。脂肪酸の抽出は Folchの方法１２）で行い GC-MS（Agilent 

7890GC/5975MSD）で測定を行った。カラムはキャピラリーカラム（DB-23）を用いた。 

３．SNP マーカーのジェノタイピング 

Illumina 社の Porcine SNP60 Genotyping BeadChip.Ver2 を用いて SNP 型を決定した。62163 個の SNP

マーカーからアリル頻度が 0.01 以下，ハーデーワインベルグ平衡検定が 0.001 以下および性染色体に配
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置された SNP を除外し，最終的に 45939 個の SNP を解析に用いた。 

４．肉質形質の遺伝率とゲノム育種価の推定 

 統計モデルは，以下に示すように性を母数効果，個体の育種価を変量効果とする混合モデルとした。 

Y＝Xb+Zu+e・・・・・・(1) 

ただし Y; 各肉質測定値   

X; 性の効果に対する計画行列 

b; 性の効果 

Z; 個体育種価に対する計画行列 

u; 個体育種価 

e; 誤差 

 

(1)のモデルについて統計プログラム R の rrBLUP パッケージ１３）を用いて各肉質測定値の遺伝率を

REML 法アニマルモデルにより推定し個体のゲノム育種価を算出した。その際の混合モデル方程式は式

(2)のとおりである。(2)においては従来の BLUP 法における分子血縁逆行列(A-1 行列)の替わりに G-1 行列

を用いた。 

 

 

・・・・・・(2) 

 

ただし，h2; 推定遺伝率 

b; 性の効果 

u; 個体の推定育種価 

G-1; ゲノム関係行列の逆行列 

 

 

Ⅳ 結果および考察 
 

 表 1 にアグー交雑種における肉質形質の基本統計量を示した。 

筋肉内脂肪含量は平均 5.7%と我那覇ら２）が食肉卸業者より購入し分析した一般豚肉(LWD)の値 2.9%よ

りも高い値を示した。しかし，1.6%～14.3%と変動が大きく，変動係数が 41.1%であった。その他，破断

応力の変動係数が大きかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 に肉質形質について推定した遺伝率およびアグー種雄豚のゲノム育種価を示した。文献値と比較

すると鈴木ら１４）によるデュロック種の報告と，筋肉内脂肪含量，ステアリン酸およびオレイン酸にお

表１ アグー交雑種における肉質形質の基本統計量

形質 平均 標準偏差 最大 最小 変動係数(%)

     脂肪融点(℃) 34.4 2.7 41.8 29.0 7.9

水分含量（%） 71.7 2.5 86.8 64.4 3.5

　　筋肉内脂肪含量(%) 5.7 2.3 14.3 1.6 41.1

     加圧保水性(%) 83.6 2.8 91.2 71.6 3.4

圧搾肉汁率(%) 49.4 2.6 55.3 41.5 5.2

加熱損失率(%) 24.2 2.8 32.6 18.0 11.6

     破断応力(kgf/cm
2
) 19.3 7.2 45.0 3.9 37.1

　　 脂肪酸組成(%)

　ミリスチン酸 1.4 0.2 2.1 0.9 13.9

　パルミチン酸 26.7 3.1 34.0 19.3 11.6

　　　 パルミトレイン酸 2.2 0.5 4.1 1.3 21.8

  ステアリン酸 16.4 1.7 21.3 12.2 10.6

オレイン酸 44.5 3.6 52.7 34.7 8.0

リノール酸 8.2 1.3 12.9 5.3 15.9
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いて近い値が推定された。水分含量，加圧保水性および圧搾肉汁率の遺伝率推定の報告は少ないが加圧

保水性において Lo ら１５）がデュロックおよびランドレースの純粋種や交雑種の集団で推定した値と比較

的近かった。ゲノム育種価の推定について，G 行列によるゲノムを通じた関係性を基に形質データを持

たないアグー種雄豚 29 頭についても育種価推定値を得ることができ，能力評価が可能であった。重要な

のはその推定精度であるが，佐藤ら１６）は，豚系統造成において精度の高い遺伝率と育種価推定値を得

るためには 400 頭程度の記録が必要であり，データ数が少ないと推定値に偏りが生じる可能性を報告し

ている。現時点では 200 頭からの推定であり，データの蓄積が必要である。ゲノム育種価について，荒

川ら１７）は，デュロック閉鎖集団において血縁行列を用いた従来の BLUP 法による育種価と G 行列による

ゲノミック育種価を比較し，相関係数は高かったと報告している。いっぽう乳牛においては，従来法よ

り若干精度が高いもののこれまでの評価システムを変えるほどではない６，９）とする報告もある。また，

今回用いた SNP は主に西洋種から開発されたことから，アグーの遺伝能力を反映しきれない可能性も考

慮する必要がある。ゲノム選抜法は世界中で盛んに研究されている分野であり，今後の研究動向を踏ま

えつつ，引き続き検討する必要がある。 
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